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「
明
治
大
学
教
養
論
集
」
第
四
六
〇
号
に
同
名
の
論
文
を
掲
載
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
続
編
で
あ
る
。
今
回
の
史
料
は
石
川
県
輪
島
市
門

前
の
大
本
山
絡
持
寺
能
登
祖
院
に
残
る
「
播
州
姫
路
瑞
松
山
景
福
寺
末
寺
帳
」
（
「
寺
院
本
末
帳
」
Z
ρ
お
）
で
あ
る
。
前
回
と
は
や
や
地
域

を
変
え
て
近
世
的
寺
院
の
成
立
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　
景
福
寺
は
兵
庫
県
姫
路
市
景
福
寺
前
に
あ
る
曹
洞
宗
の
寺
院
で
あ
る
。
本
尊
は
釈
迦
如
来
、
開
創
は
明
徳
二
年
（
一
三
九
一
）
、
開
山
は

通
幻
寂
霊
、
開
基
は
平
尾
豊
後
守
、
中
興
開
基
は
池
田
輝
政
、
天
正
年
中
兵
乱
を
避
け
て
姫
路
坂
田
町
に
移
り
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）

姫
路
藩
主
松
平
大
和
守
朝
矩
の
帰
依
を
受
け
、
現
在
地
に
移
る
。
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
「
曹
洞
宗
寺
院
本
末
帳
」
に
よ
れ
ば
、
末
寺
五

一
か
寺
、
現
在
は
本
堂
の
ほ
か
霊
堂
・
地
蔵
堂
・
観
音
堂
・
山
門
な
ど
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
近
世
初
期
の
寛
永
一
〇
年
（
一
六
三
三
）
に
各
宗
本
山
か
ら
幕
府
に
提
出
さ
れ
た
寺
院
本
末
帳
は
現
在
国
立
公
文
書
館
内
閣

文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
曹
洞
宗
の
も
の
は
八
冊
残
っ
て
い
る
が
、
ま
ず
下
総
国
総
寧
寺
は
二
冊
で
、
末
寺
数
↓
四
六
一
か
寺
、

遠
江
国
可
睡
斎
は
三
冊
で
、
末
寺
数
一
〇
八
四
か
寺
、
武
蔵
国
龍
穏
寺
は
一
冊
で
末
寺
数
六
八
七
か
寺
、
相
模
国
宝
泉
寺
は
一
冊
で
、
末
寺

数
一
一
二
か
寺
、
武
蔵
国
龍
淵
寺
は
一
冊
で
、
末
寺
数
は
一
八
か
寺
、
合
計
三
三
六
二
か
寺
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
の
寺
院
本
末
帳
で
末
寺
が
分
布
す
る
主
な
地
域
を
見
る
と
、
総
寧
寺
は
甲
斐
国
三
一
三
か
寺
、
相
模
国
二
九
一
か
寺
、
伊
豆
国
一

九
一
か
寺
、
武
蔵
国
一
八
四
か
寺
、
常
陸
国
一
四
五
か
寺
が
目
立
つ
と
こ
ろ
で
、
こ
の
五
か
国
で
全
体
の
約
七
七
％
を
占
あ
て
い
る
。
可
睡

斎
は
遠
江
国
と
駿
河
国
に
集
中
し
て
お
り
、
両
国
分
で
可
睡
斎
末
寺
の
約
九
八
％
を
占
め
て
い
る
。
龍
穏
寺
で
は
武
蔵
国
三
一
五
か
寺
、
上

総
国
一
四
四
か
寺
、
上
野
国
九
二
か
寺
が
多
い
と
こ
ろ
で
、
こ
の
三
か
国
で
全
体
の
八
〇
％
を
し
め
て
い
る
。
宝
泉
寺
で
は
相
模
国
．
武
蔵

国
の
二
か
国
で
約
七
五
％
を
占
め
て
い
る
。
龍
淵
寺
は
武
蔵
国
が
圧
倒
的
に
多
い
。

　
以
上
検
討
し
て
み
た
が
、
曹
洞
宗
全
体
の
寺
院
本
末
帳
で
も
う
少
し
広
い
範
囲
で
考
え
て
み
る
と
関
東
．
東
海
．
甲
斐
国
の
合
計
で
三
二

五
九
か
寺
を
占
め
、
全
体
の
九
七
％
に
達
す
る
。
や
や
時
代
は
さ
が
る
が
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
曹
洞
宗
寺
院
本
末
帳
の
合
計
末
寺
数
は

一
七
五
六
七
か
寺
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
寛
永
一
〇
年
（
一
六
三
三
）
の
寺
院
本
末
帳
は
、
三
三
六
二
か
寺
の
み
し
か
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、

そ
の
約
一
九
％
に
し
か
過
ぎ
な
い
。

　
寛
永
一
〇
年
寺
院
本
末
帳
を
作
成
し
た
当
事
者
も
寺
院
本
末
帳
の
奥
書
で
そ
の
不
備
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
可
睡
斎
友
康
は
「
こ

の
ほ
か
寺
中
ば
か
り
寺
数
多
く
御
座
候
」
と
し
、
総
寧
寺
良
尊
は
「
こ
の
末
派
日
本
国
中
あ
ま
た
こ
れ
あ
り
、
ゆ
え
に
こ
れ
を
記
さ
ざ
る
も

の
な
り
」
と
記
し
て
い
る
し
、
龍
穏
寺
春
道
は
「
こ
の
末
派
日
本
国
中
あ
ま
た
こ
れ
あ
り
、
然
り
と
い
え
ど
も
、
い
ま
だ
そ
の
在
所
を
知
ら

ざ
る
ゆ
え
、
皆
こ
れ
を
記
さ
ざ
る
も
の
な
り
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
寛
永
一
〇
年
の
段
階
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
が
末
寺
を

十
分
把
握
し
て
い
な
い
様
子
が
伺
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
段
階
で
の
寺
院
本
末
帳
が
不
完
全
な
も
の
で
あ
っ
た
事
が
わ
か
る
。

　
ま
た
曹
洞
宗
は
こ
の
時
期
宗
内
で
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
両
本
山
と
い
わ
れ
る
永
平
寺
と
絡
持
寺
が
そ
れ
ぞ
れ
の
収
入
源
で
あ
っ

た
転
衣
僧
の
獲
得
を
め
ぐ
っ
て
対
立
抗
争
を
続
け
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
と
り
わ
け
こ
の
事
件
で
永
平
寺
住
職
は
遠
流
に
処
さ
れ
、
無
住
の

時
期
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
曹
洞
宗
全
体
の
末
寺
に
対
し
て
本
山
の
威
令
が
行
き
届
く
状
態
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
で
曹
洞
宗
教
団

全
体
の
寺
院
本
末
帳
が
作
成
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
触
頭
格
の
寺
院
で
あ
る
総
寧
寺
・
龍
穏
寺
・
可
睡
斎
が
関
東
．
東
海
と
そ
の
周
辺
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の
寺
院
を
書
き
上
げ
た
も
の
と
言
え
る
。
ま
た
江
戸
に
近
い
宝
泉
寺
・
龍
淵
寺
が
寺
院
本
末
帳
を
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
「
播
州
姫
路
瑞
松
山
景
福
寺
末
寺
帳
」
で
あ
る
。
幕
府
が
寛
永
一
〇
年
に
命
じ
た
折
の
寺
院
本
末
帳
に

は
景
福
寺
は
入
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
二
年
後
に
作
成
さ
れ
て
い
る
の
に
意
義
が
あ
る
の
で
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
史
料
に
は
大

別
す
る
と
三
つ
の
史
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。
①
寛
永
一
二
年
（
一
六
三
五
）
丹
波
国
天
田
郡
福
知
山
町
（
京
都
府
福
知
山
市
寺
）
久
昌
寺
住

職
韓
鯨
か
ら
景
福
寺
に
あ
て
た
「
瑞
松
山
景
福
禅
寺
末
山
之
覚
」
（
写
）
、
②
寛
永
一
六
年
（
一
六
三
九
）
同
じ
く
久
昌
寺
韓
鯨
か
ら
景
福
寺

に
あ
て
た
「
景
福
寺
末
寺
書
上
」
（
写
）
、
③
や
や
時
代
は
さ
が
る
が
「
古
牒
之
外
」
と
題
す
る
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
の
「
景
福
寺
末
寺

書
上
」
、
の
三
点
で
あ
る
。
な
お
①
②
の
史
料
の
差
出
人
の
と
こ
ろ
が
久
昌
寺
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
実
は
久
昌
寺
は
丹
波
国
に
あ
る
が
こ

の
地
域
の
僧
録
寺
で
も
あ
っ
た
た
め
、
一
応
景
福
寺
か
ら
末
寺
書
上
を
提
出
さ
せ
、
確
認
し
、
本
末
関
係
を
強
化
す
る
た
め
の
文
言
を
加
え

て
、
再
度
景
福
寺
に
差
し
戻
し
た
史
料
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
一
六
六
〇
年
代
に
な
る
と
そ
れ
ま
で
は
僧
録
寺
が
な
か
っ
た
播
磨
国
に
も
僧
録

寺
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
景
福
寺
が
僧
録
寺
院
に
昇
格
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
寛
永
＝
一
年
～
一
六
年
の
段
階
で
は
こ
の
地
域
で

丹
波
久
昌
寺
が
播
磨
国
も
支
配
地
域
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
僧
録
寺
と
は
最
初
大
本
山
総
持
寺
が
末
寺
支
配
を
強
化
す
る
た
め
、
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
全
国
に
五
六
か
寺
設
置
し
た
の
に
始
ま
る
。

地
方
の
そ
れ
ぞ
れ
の
有
力
な
寺
院
を
一
か
国
あ
る
い
は
数
か
国
に
一
か
寺
程
度
を
僧
録
寺
院
と
し
、
曹
洞
宗
内
の
其
の
地
域
で
の
寺
院
相
互

間
に
起
こ
っ
た
問
題
を
処
理
す
る
機
関
で
あ
っ
た
。
一
方
で
は
曹
洞
宗
内
に
お
け
る
練
持
寺
の
勢
力
を
拡
大
す
る
意
図
も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
一
六
六
〇
年
代
に
な
る
と
、
僧
録
寺
院
は
曹
洞
宗
触
頭
と
な
っ
た
関
三
箇
寺
（
総
寧
寺
・
龍
穏
寺
・
大
中
寺
）
の
支
配
下
に
お
か
れ
、
政

治
的
な
本
末
制
度
と
し
て
機
能
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
段
階
で
は
僧
録
寺
院
は
全
国
に
約
一
六
〇
か
寺
設
置
さ
れ
本
末
制
度
が
強

化
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
そ
れ
で
は
ま
ず
①
の
史
料
か
ら
紹
介
し
て
み
よ
う
。
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①
「
瑞
松
山
景
福
禅
寺
末
山
之
覚
」
（
写
）

　
神
東
郡
影
（
蔭
）
山
龍
陽
山

　
同
郡
同
郷

　
同
郡
同
郷

　
同
郡
八
千
草
（
種
）
郷

　
同
郡
川
延
郷

　
同
郡
せ
加
（
世
賀
）
郷

　
同
郡
牛
尾
郷

　
同
郡
粟
加
（
賀
）
郷

　
同
郡
吉
殿
（
富
）
郷

　
神
西
郡
小
田
原
（
小
田
）
郷
黄
梅
山

　
同
郡
同
郷

　
同
郡
高
朝
田
郷

　
同
郡
寺
前
郷

賀
（
加
）
西
郡
在
里
田
郷
河
上
山

同
郡
北
条
（
横
尾
）
郷

同
郡
高
室
郷

西楽休清慶林遊大即吉福福永嶺福善円
福法学久春光泉林心祥泉林勝雲林寿通
寺寺寺寺庵庵庵寺庵寺寺寺寺寺寺庵寺

判判判判判判判判判
（
改
長
泉
寺
）

判判
（
涌
）

判
（
改
林
昌
寺
）

判判判
（
久
）

判判
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同
郡
下
里
（
尾
崎
）
郷
祝
融
山

同
郡
劔
坂
郷

同
郡
山
下
郷

飾
東
郡
作
良
和
郷

同
郡
姫
路

印
南
郡
福
井
（
居
）
郷
西
来
山

同
郡
牛
谷
郷
長
谷
山

同
郡
阿
弥
陀
宿

同
郡
神
吉
郷

同
郡
芝
村

同
郡
池
尻

同
郡
宿
村
（
小
畑
）

同
郡
薬
栗
郷

加
古
郡
岡
村

飾
東
郡
東
山
村

右
汲
一
渓
之
流
（
派
）
末
流
（
派
）
之
寺
庵
、

之
悪
逆
罪
過
未
天
仰
之
沙
門
、

　
　
嵜
寛
永
拾
武
乙
亥
暦
　
十
月
五
日

多
聞
寺

明
言
寺

正
禅
庵

吉
祥
寺

善
福
寺

安
養
寺

妙
泉
寺

福
寿
庵

真
福
寺

東
林
庵

地
蔵
寺

長
楽
寺

長
慶
寺

清
久
庵

海
久
庵

判　判

　　　　A
寺　寺
）　　　）

半IJ　半if　半rl　半IJ　半IJ　半U　半IJ　半IJ　半IJ　半IJ 判　判　判

　　　　A
寺　妙
）　厳
　　　）

　
　
　
　
　
　
奉
門
主
崇
仰
者
宗
門
繁
興
成
者
也
、
自
今
以
後
違
背
本
寺
自
（
寺
）
庵
破
却
、

空
送
年
月
於
深
可
全
其
旨
者
也
、
若
於
此
旨
違
犯
者
、
宗
門
法
度
可
難
免
者
也
。
傍
如
件

則
宗
門
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妙
光
山
久
松
寺
（
昌
）

　
看
司
韓
鯨
在
判

　
　
拝
上
　
景
福
寺
江
　
侍
衣
御
申
上

右
之
通
り
之
書
物
当
寺
二
御
座
候
、
此
内
休
学
寺
一
ケ
寺
ハ
当
寺
先
住
代
子
細
御
座
候
て
、
丹
波
氷
上
円
通
寺
末
寺
二
罷
成
候
、

庵
今
ハ
改
長
泉
寺
、
林
光
庵
今
ハ
改
林
昌
寺
、
慶
春
庵
・
吉
祥
寺
・
福
寿
庵
三
ケ
寺
今
ハ
縦
跡
無
御
座
候

即
心

　
こ
の
史
料
で
景
福
寺
の
末
寺
が
三
二
か
寺
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
末
寺
名
を
詳
細
に
み
て
み
る
と
、
○
○
庵
と
い
う
寺
名
が
一

〇
か
寺
あ
る
。
全
体
の
ほ
ぼ
三
分
の
一
に
あ
た
る
。
本
来
村
に
あ
っ
た
堂
宇
や
寺
庵
を
急
ぎ
寺
院
に
昇
格
さ
せ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

何
故
な
の
か
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
実
は
寛
永
一
二
年
（
一
六
三
五
）
は
幕
府
が
キ
リ
シ
タ
ン
の
禁
圧
を
強
化
す
る
た
め
、
寺
社
奉
行
を

設
置
し
、
そ
の
下
に
各
宗
の
触
頭
寺
院
を
通
じ
て
全
国
の
寺
院
に
対
し
て
寺
請
証
文
の
作
成
を
命
じ
た
年
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
全
国
各
地
で

寺
院
が
な
い
村
で
は
本
来
村
に
あ
っ
た
堂
庵
を
寺
院
に
昇
格
さ
せ
て
、
そ
こ
へ
僧
侶
を
定
住
さ
せ
寺
請
証
文
を
作
成
さ
せ
る
方
法
が
と
ら
れ

た
。
こ
れ
が
こ
の
段
階
で
寺
院
が
急
増
し
た
原
因
で
あ
る
。
こ
こ
で
み
る
○
○
庵
は
つ
ま
り
寺
院
へ
の
成
立
過
程
と
考
え
て
よ
い
。
仏
教
諸

宗
派
の
中
で
堂
庵
か
ら
寺
院
へ
昇
格
さ
せ
る
こ
と
に
最
も
積
極
的
だ
っ
た
の
は
一
向
宗
の
東
本
願
寺
派
や
西
本
願
寺
派
で
あ
っ
た
。
曹
洞
宗

に
お
い
て
も
こ
れ
に
追
従
し
て
堂
庵
か
ら
寺
院
へ
の
昇
格
を
は
か
っ
て
い
っ
た
。
近
世
的
な
寺
院
の
昇
格
過
程
は
前
の
論
文
の
新
宮
藩
の
場

合
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
○
○
堂
や
○
○
庵
か
ら
○
○
寺
と
な
る
、
つ
ま
り
こ
の
史
料
に
登
場
す
る
○
○
庵
は
寺
院
に
昇
格
す
る
過
程
を

反
映
し
た
存
在
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
次
に
奥
書
を
み
て
み
よ
う
。
か
な
交
じ
り
に
し
て
み
る
と
、
（
以
下
同
じ
）



右
一
渓
の
流
派
に
く
み
す
る
末
派
の
寺
庵
、
門
主
を
崇
仰
し
た
て
ま
つ
る
者
は
、
宗
門
の
繁
興
な
る
者
な
り
、
今
よ
り
以
後
本
寺
に
違

背
す
る
者
は
寺
庵
を
破
却
す
、
す
な
わ
ち
宗
門
の
悪
逆
罪
過
、
未
だ
天
を
仰
が
ざ
る
の
沙
門
、
む
な
し
く
年
月
を
送
ら
ず
、
深
く
そ
の

旨
を
ま
っ
と
う
す
べ
き
な
り
、
も
し
こ
の
旨
に
違
犯
す
る
者
は
宗
門
の
法
度
を
ま
ぬ
が
れ
が
た
か
る
べ
き
な
り
、
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と
あ
り
、
や
や
文
章
に
難
は
あ
る
が
そ
の
趣
旨
は
、
曹
洞
宗
に
属
す
る
寺
院
は
門
主
（
本
山
の
禅
師
）
を
崇
敬
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
こ
と

が
宗
門
の
繁
栄
に
つ
な
が
る
と
し
、
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
統
制
が
と
れ
て
い
な
か
っ
た
曹
洞
宗
寺
院
本
末
関
係
を
強
化
す
る
こ
と
を
示
し
て
、

違
犯
し
た
者
へ
の
罰
則
を
定
め
て
い
る
。
ま
た
新
し
く
加
わ
っ
た
寺
庵
に
対
し
て
も
本
寺
の
命
に
服
従
す
べ
き
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
曹

洞
宗
で
は
末
寺
に
対
し
て
寺
請
証
文
の
業
務
が
幕
府
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
た
政
策
に
便
乗
し
て
、
曹
洞
宗
の
本
山
側
が
末
寺
の
把
握
に
努
め
、

本
末
制
度
の
強
化
に
乗
り
出
し
て
き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
史
料
で
あ
る
。
こ
の
地
域
の
僧
録
寺
院
で
あ
る
久
昌
寺
か
ら
布
達
さ
れ

て
い
る
点
が
注
目
に
値
す
る
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
本
末
関
係
の
形
成
と
新
寺
の
承
認
は
僧
録
寺
院
の
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す

史
料
で
あ
る
。

　
な
お
又
追
書
と
し
て
、
景
福
寺
は
次
の
如
く
記
し
て
い
る
。
第
一
に
、
休
（
久
）
学
寺
が
先
住
の
段
階
で
丹
波
国
氷
上
郡
御
油
村
（
兵
庫

県
丹
波
市
氷
上
町
御
油
）
円
通
寺
の
末
寺
に
な
っ
た
こ
と
、
第
二
に
、
即
心
庵
は
長
泉
寺
に
、
林
光
庵
は
林
昌
寺
に
そ
れ
ぞ
れ
寺
名
を
改
め

た
こ
と
、
第
三
に
、
慶
春
庵
・
吉
祥
寺
・
福
寿
庵
の
三
か
寺
は
こ
の
段
階
で
跡
か
た
も
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
追
跡
で
き
な
い
こ
と
、
な
ど

と
し
て
い
る
。
結
果
と
し
て
こ
の
段
階
で
の
景
福
寺
の
末
寺
数
は
二
八
か
寺
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
次
に
②
の
史
料
を
み
て
み
よ
う
。

②
「
景
福
寺
末
寺
書
上
」
（
写
）

福
田
寺
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泉
福
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
音
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圓
長
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
延
命
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
倉
寺
（
蔵
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
住
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
音
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳴
合
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
威
徳
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
日
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
通
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寳
聚
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
護
生
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
本
寺

先
年
従
能
州
大
本
寺
妙
高
庵
寓
当
寺
一
国
之
総
禄
（
僧
録
）
被
仰
付
刻
、
武
拾
四
万
石
之
吾
宗
改
本
末
庭
、
此
十
五
箇
寺
何
方
共
本
寺

無
之
間
甲
斐
守
（
本
多
政
朝
）
様
江
遂
御
披
露
候
得
者
、
可
為
当
（
貴
）
寺
末
寺
之
旨
被
仰
出
候
、
応
其
意
本
末
之
契
約
令
申
庭
歴
然

也
、
然
二
今
度
就
御
国
替
、
件
之
寺
庵
共
為
貴
阜
末
寺
儀
各
々
申
渡
処
決
定
也
、
自
然
以
来
違
背
之
徒
於
有
之
者
、
急
度
宗
門
法
度
可

被
仰
付
者
也
、
傍
悉
達
如
件



　
　
干
時
寛
永
十
六
己
卯
暦
三
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
松
寺
（
昌
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
岩
鯨
隻
　
在
判

　
　
進
上
　
景
福
寺
　
衣
鉢
閣
下

右
之
通
り
之
書
物
当
寺
二
御
座
候
、
此
内
鳴
合
寺
・
威
徳
院
ニ
ケ
寺
、

今
ハ
縦
跡
無
御
座
候
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奥
書
の
と
こ
ろ
を
み
る
と
「
先
年
能
州
大
本
山
妙
高
庵
よ
り
た
ま
た
ま
当
寺
が
一
国
の
僧
録
に
仰
せ
つ
け
ら
る
る
の
刻
」
と
あ
る
。
こ
れ

は
丹
波
国
久
昌
寺
が
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
播
磨
国
の
僧
録
寺
院
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
そ
の
折
大
本
山
絡
持
寺
の
輪
番

寺
院
で
あ
る
五
院
の
一
つ
妙
高
庵
（
通
幻
派
本
山
）
か
ら
任
命
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
つ
い
で
「
武
拾
四
万
石
の
吾
宗
本
末
あ
ら
た
め
の
と

こ
ろ
、
こ
の
一
五
か
寺
、
い
ず
か
た
と
も
本
寺
こ
れ
な
き
あ
い
だ
、
甲
斐
守
様
え
披
露
を
遂
げ
候
得
者
、
当
（
貴
）
寺
末
寺
た
る
べ
き
の
旨

仰
せ
出
だ
さ
れ
候
、
そ
の
意
に
応
じ
本
末
の
契
約
申
せ
し
む
る
と
こ
ろ
歴
然
な
り
」
と
、
二
四
万
石
は
姫
路
藩
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
こ
に
書
か
れ
た
石
高
は
間
違
い
で
、
こ
の
時
の
姫
路
藩
の
石
高
は
一
五
万
石
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
姫
路
藩
が
寛
永
一
二
年
以
降
本
末
改
め

を
し
た
お
り
、
こ
の
書
き
上
げ
の
一
五
か
寺
は
い
ず
れ
も
中
本
寺
を
き
め
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
姫
路
藩
主
本
多
甲
斐
守
政
朝
の
許
可
を
得

て
景
福
寺
の
末
寺
に
し
た
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
に
つ
い
て
は
「
然
る
に
こ
の
度
御
国
替
え
に
つ
い
て
、
件
の
寺
庵
ど
も
貴
阜
（
山
）
末
寺

の
儀
各
々
え
申
し
渡
す
と
こ
ろ
決
定
な
り
、
自
然
以
来
違
背
の
徒
こ
れ
あ
る
に
お
い
て
は
、
き
っ
と
宗
門
法
度
仰
せ
付
け
ら
れ
る
べ
き
も
の

な
り
」
と
あ
り
、
こ
の
度
（
寛
永
一
六
年
三
月
三
日
）
姫
路
藩
主
本
多
政
勝
が
大
和
国
郡
山
藩
に
転
封
の
た
め
、
こ
の
一
五
か
寺
は
景
福
寺

末
寺
に
な
る
よ
う
に
申
し
付
け
た
の
で
、
も
し
景
福
寺
に
違
背
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
曹
洞
宗
の
掟
に
従
っ
て
処
分
を
す
る
よ
う
に

と
申
し
渡
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
新
た
に
成
立
し
た
一
五
か
寺
を
僧
録
の
み
の
判
断
で
は
な
く
藩
主
に
届
け
て
承
認
を
え
た
と
し
て
い
る
。
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追
書
と
し
て
一
五
か
寺
の
う
ち
鳴
合
寺
と
威
徳
院
の
二
か
寺
は
跡
か
た
も
わ
か
ら
ず
追
跡
不
可
能
と
と
し
て
い
る
。
結
局
残
っ
た
の
は
一

三
か
寺
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
①
②
の
史
料
を
通
じ
て
み
て
み
る
と
、
末
寺
を
取
り
立
て
て
い
く
過
程
で
と
り
あ
え
ず
国
僧
録
で
あ
る
久
昌
寺
の
承
認
が
必
要
で
あ

る
の
で
、
景
福
寺
か
ら
末
寺
に
す
る
寺
名
を
書
き
出
し
、
そ
の
後
地
域
の
中
本
寺
（
こ
の
場
合
景
福
寺
）
へ
末
寺
と
し
て
編
入
さ
せ
て
い
る

過
程
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
次
に
③
の
史
料
を
み
て
み
よ
う
。

　
③
「
古
牒
之
外
」
（
「
景
福
寺
末
寺
書
上
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
勝
寺

　
　
当
寺
十
一
世
大
桂
和
尚
初
開
之
地
、
当
寺
末
寺
二
紛
無
御
座
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
通
寺

　
　
中
絶
之
地
当
寺
十
六
世
月
閑
和
尚
代
建
立
、
其
時
よ
り
当
寺
末
寺
二
罷
成
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
医
王
寺

　
　
古
来
よ
り
当
寺
末
寺
二
紛
無
御
座
候
ヘ
ト
モ
、
何
連
之
時
代
末
寺
二
成
候
哉
知
連
不
申
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
泉
寺

　
　
古
来
寺
御
座
候
へ
と
も
、
何
派
と
も
知
連
不
申
候
処
、
当
寺
十
六
世
月
閑
和
尚
代
前
住
悦
元
首
座
遂
願
、
当
寺
末
寺
二
罷
成
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
憧
寺

　
　
古
来
寺
御
座
候
得
共
、
何
派
と
も
知
連
不
申
候
処
、
当
寺
十
六
世
月
閑
和
尚
代
、
前
住
春
覚
首
座
よ
り
遂
願
、
当
寺
末
寺
二
罷
成
候
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圓
福
寺

当
寺
十
四
世
然
室
和
尚
時
代
よ
り
当
寺
末
寺
と
申
伝
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
福
寺

古
来
よ
り
寺
有
之
、
数
代
之
住
持
候
得
共
、
何
派
共
知
連
不
申
候
処
、
当
寺
十
六
世
月
閑
和
尚
代
、
前
住
源
松
首
座
遂
願
、
当
寺
末
寺

へ
罷
成
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
絡
持
院

当
寺
九
代
伝
心
和
尚
嗣
法
傍
出
道
廣
長
老
開
關
住
山
之
地
二
而
御
座
候
後
平
僧
地
二
成
り
、
前
住
祖
珍
時
よ
り
当
寺
末
寺
二
成
り
、
其

次
乾
刹
首
座
五
十
年
余
住
持
地
、
当
寺
末
寺
二
紛
無
御
座
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
泉
庵

当
寺
十
四
世
然
室
和
尚
時
代
よ
り
当
寺
末
寺
二
紛
無
御
座
候
、
末
寺
帳
之
外
別
紙
二
見
へ
申
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
弥
陀
寺

古
来
寺
御
座
候
得
共
及
頽
破
、
現
住
春
禅
祐
建
立
、
拙
僧
代
当
寺
末
寺
二
罷
成
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
剛
寺

古
来
寺
御
座
候
へ
と
も
、
何
派
共
知
連
不
申
候
処
、
禅
徹
僧
住
持
之
節
遂
願
、
拙
僧
代
当
寺
末
寺
二
罷
成
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
泉
寺
（
宝
）

古
来
寺
御
座
候
得
共
、
何
派
共
知
連
不
申
候
処
、
其
現
住
悦
元
僧
遂
願
、
拙
僧
代
当
寺
末
寺
二
罷
成
候

一
、
右
古
来
之
末
寺
帳
井
帳
外
之
末
寺
御
座
候
ハ
、
其
末
寺
二
成
候
時
代
書
付
指
上
候
様
二
、
御
本
山
御
使
僧
慶
徳
寺
被
仰
付
候
間
、
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如
斯
二
御
座
候

元
禄
九

御
本
山

御
役
者
中

丙
子
歳
十
二
月
十
九
日

　
播
州
姫
路
　
景
福
寺

　
末
寺
捻
代
　
福
勝
寺

　
同
　
　
　
　
常
住
寺

宣
蜜
（
印
）

融
堂
（
印
）

良
寅
（
印
）

　
こ
の
史
料
は
②
の
史
料
で
あ
る
寛
永
ニ
ハ
年
（
一
六
三
九
）
以
降
、
こ
の
③
史
料
が
作
成
さ
れ
た
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
ま
で
の
間
に

開
創
さ
れ
た
寺
院
を
書
き
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
差
出
人
は
景
福
寺
で
、
あ
て
先
は
本
山
の
総
持
寺
で
あ
る
。
こ
の
時
は
練
持
寺
の
使
僧
慶

徳
寺
（
塔
司
）
が
派
遣
さ
れ
「
瑞
松
山
景
福
禅
寺
末
山
之
覚
」
の
提
出
を
命
じ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
第
一
に
は
景
福
寺
歴
代
住
職
が
こ
れ
ら
の
寺
を
末
寺
に
編
入
し
た
時
期
が
わ
か
る
史
料
で
あ
る
。
世
代
順
に
み
る
と
九
世
伝
心
一
か
寺
、

＝
世
大
桂
一
か
寺
、
一
四
世
然
室
二
か
寺
、
一
六
世
月
閑
四
か
寺
、
拙
僧
（
一
七
世
宣
讃
）
三
か
寺
の
計
＝
か
寺
で
あ
る
。
第
二
に

「
古
来
よ
り
末
寺
に
紛
れ
御
座
な
く
候
え
ど
も
、
何
れ
の
時
代
末
寺
に
な
り
候
や
知
れ
申
さ
ず
候
」
と
い
う
成
立
年
代
不
明
の
寺
院
は
医
王

寺
一
か
寺
で
、
こ
れ
ま
で
を
合
計
す
る
と
一
二
か
寺
に
の
ぼ
る
。

　
③
の
史
料
か
ら
は
一
四
世
～
一
七
世
に
い
た
る
時
期
に
末
寺
に
取
立
て
た
の
が
集
中
し
て
お
り
、
こ
れ
は
一
六
〇
〇
年
代
の
後
半
に
そ
の

成
立
が
集
中
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
と
思
う
。
「
明
治
大
学
教
養
論
集
」
四
六
〇
号
で
検
討
し
た
紀
伊
国
新
宮
藩
の
曹
洞
宗
寺
院
の
場
合
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は
一
六
六
〇
年
～
一
六
七
〇
年
頃
に
数
多
く
の
寺
院
が
開
創
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
こ
で
み
た
③
の
史
料
も
お
そ
ら
く
同
様

の
時
期
の
開
創
と
考
え
て
よ
い
と
思
う
。

　
こ
の
時
期
、
す
な
わ
ち
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
幕
府
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
摘
発
強
化
の
た
め
全
国
の
大
名
領
ご
と
に
寺
社
奉
行
（
宗
門
奉

行
）
を
設
置
す
る
こ
と
を
指
示
し
、
一
方
で
大
名
領
ご
と
に
藩
の
各
宗
派
ご
と
の
触
頭
寺
院
を
設
置
し
た
。
つ
ま
り
こ
の
景
福
寺
が
姫
路
藩

領
の
曹
洞
宗
触
頭
寺
院
で
か
つ
僧
録
寺
院
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
①
②
の
史
料
と
は
異
な
り
③
の
史
料
で
は
僧
録
の
久
昌
寺
が
登
場
し
な
い
。

　
ま
た
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
に
は
宗
旨
人
別
改
帳
（
戸
籍
）
を
村
単
位
で
作
成
さ
せ
て
お
り
、
こ
の
時
は
檀
那
寺
住
職
に
寺
請
証
文
を

提
出
さ
せ
る
と
と
も
に
宗
旨
人
別
改
帳
に
記
入
さ
れ
た
各
人
の
名
前
の
上
に
檀
那
寺
の
宗
派
と
寺
名
を
書
き
、
さ
ら
に
押
印
を
義
務
付
け
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
形
式
は
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
ま
で
つ
づ
け
ら
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
村
側
と
し
て
は
寺
院
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

地
誌
や
寺
院
明
細
帳
を
み
る
と
「
百
姓
寄
り
合
い
寺
院
建
立
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
キ
リ
シ
タ
ン
摘
発
の
た
め
に
は
村
側

と
し
て
早
急
に
寺
院
が
必
要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
段
階
で
つ
く
ら
れ
た
寺
が
③
の
史
料
に
み
る
寺
院
で
あ
る
。

　
次
に
表
を
み
て
み
よ
う
。
題
名
を
「
播
磨
国
姫
路
景
福
寺
末
寺
書
上
」
と
し
た
。

　
上
段
に
表
示
し
た
数
字
は
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
年
代
で
あ
る
。
下
段
欄
外
に
そ
の
出
典
を
明
示
し
た
。
先
述
の
①
②
③
の
史
料
が
こ
れ

で
み
る
と
一
六
三
五
年
・
一
六
三
九
年
・
一
六
九
六
年
の
数
字
で
、
末
寺
数
合
計
五
九
か
寺
で
あ
る
。
し
か
し
も
う
少
し
詳
し
く
み
る
と
一

六
三
五
年
段
階
で
三
か
寺
廃
寺
と
な
っ
て
お
り
、
一
六
三
九
年
段
階
で
二
か
寺
廃
寺
な
の
で
、
こ
の
五
か
寺
を
差
し
引
く
と
一
六
九
六
年
段

階
で
の
合
計
寺
院
数
は
五
四
か
寺
と
な
る
。

　
一
七
〇
六
年
段
階
の
も
の
は
欄
外
の
史
料
名
に
「
姫
路
領
」
と
あ
る
よ
う
に
姫
路
藩
領
域
の
み
の
書
き
上
げ
な
の
で
、
必
ず
し
も
景
福
寺

末
寺
全
体
と
の
照
合
は
出
来
な
い
が
、
こ
こ
で
は
三
二
か
寺
照
合
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
一
七
四
七
年
の
『
延
享
度
曹
洞
宗
寺
院
本
末
帳
』
は
現
存
す
る
曹
洞
宗
の
も
の
で
は
最
も
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
み
る
と
五
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播磨国姫路景福寺末寺書上

末寺名 郡名 村名 1635 1639 1696 1706 1747 現在 備　　考

1 円通寺 神東 酒井 ○ ○ ○ ○

2 善i寿庵 神東 砂川 ○ ○ ○ 廃寺

3 福林寺 神東 藪田 ○ ○ ○ ○

4 嶺雲寺 神東 八千種 ○ ○ ○ ○

5 永勝寺 神東 田中 ○ ○ ○ ○

6 福林寺 神東 上瀬賀 ○ ○ ○ ○

7 福泉寺 神東 上牛尾 ○ ○ ○ ○

8 吉祥寺 神東 粟賀 ○ ○ ○

9 即心庵 神東 上吉冨 ○ ○ ○ 長泉寺

10 大林寺 神西 小田原 ○ ○ ○

11 遊泉庵 神西 小田原 ○ ○ 廃寺 涌泉寺

12 林光庵 神西 朝田 ○ ○ ○ 林昌寺

13 慶春庵 神西 寺前 × 廃寺

14 清久寺 ○ 廃寺

15 久学寺 加西 上芥田 ○ △ 円通寺末寺・現存

16 楽法寺 加西 横尾 ○ ○ ○

17 西福寺 加西 高室 ○ ○ ○

18 多聞寺 加西 尾崎 ○ ○ ○

19 明言寺 加西 剣坂 ○ ○ ○ 妙厳寺

20 正禅庵 加西 山下 ○ ○ ○ 正禅寺

21 吉祥寺 × 廃寺

22 善福寺 飾東 姫路 ○ ○ ○ ○

23 安養寺 印南 福居 ○ ○ ○ ○

24 妙泉寺 印南 牛谷 ○ ○ ○ ○

25 福寿庵 × 廃寺

26 真福寺 印南 宮前 ○ ○ ○ ○

27 東林庵 印南 神木 ○ ○ ○ 廃寺 東林寺

28 地蔵寺 印南 池尻 ○ ○ ○ ○

29 長楽寺 印南 小畑 ○ ○ ○ ○

30 長慶寺 印南 薬栗 ○ ○ ○ ○

31 清久庵 加古 岡 ○ ○ ○ ○ 清久寺
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末寺名 郡名 村名 1635 1639 1696 1706 1747 現在 備　　考

32 海久庵 飾東 東山 ○ ○ ○ ○ 海久寺

33 福田寺 印南 稲屋 ○ ○ ○ 廃寺

34 泉福寺 加古 今福 ○ ○ ○ ○

35 観音寺 印南 志方 ○ ○ ○ ○

36 円長寺 加古 長砂 ○ ○ ○ 廃寺

37 延命寺 加古 今福 ○ ○ ○ 廃寺

38 横倉寺 加古 新在家 ○ ○ ○ ○ 横蔵寺

39 常住寺 加古 寺家 ○ ○ ○ ○

40 観音寺 加古 池田 ○ ○ ○ ○

41 鳴合寺 × 廃寺

42 威徳院 × 廃寺

43 朝日寺 神東 下瀬賀 ○ ○ ○ ○

44 大通寺 神東 東川辺 ○ ○ ○ ○

45 宝聚寺 神東 屋形 ○ ○ ○ 宝樹寺

46 護生寺 神西 田中 ○ ○ ○

47 向本寺 神東 柏尾 ○ ○ ○

48 福勝寺 加古 古田 ○ ○ ○ ○

49 永通寺 神東 下牛尾 ○ ○ ○ ○

50 医王寺 飾東 庄 ○ ○ ○ ○

51 常泉寺 加西 中西 ○ ○ ○

52 法憧寺 神東 貝野 ○ ○ ○

53 円福寺 印南 稲屋 ○ ○ ○ 廃寺

54 常福寺 飾西 山之内 ○ ○ ○ ○

55 総持院 加東 念仏 ○ ○ ○

56 東泉寺 ○ 廃寺

57 阿弥陀寺 加西 西笠原 ○ ○ ○

58 金剛寺 加西 野条 ○ ○ ○

59 法泉寺 加西 鎮岩 ○ ○ ○ 宝泉寺

合計 29 13 12 32 51 44

参考文献

　1635年・1639年。1696年は元禄9年（1696）「播州姫路瑞松山景福寺末寺帳」（祖院文書）

　1706年は宝永3年（1706）「播磨国姫路領諸寺院」（祖院文書）

　1747年は延享4年（1747）「延享度曹洞宗寺院本末帳」（横浜総持寺文書）（フ・景福寺）
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一
か
寺
照
合
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
先
述
の
史
料
か
ら
み
る
と
さ
ら
に
清
久
寺
・
東
泉
寺
が
廃
寺
に
な
り
、
久
学
寺
が
曹
洞
宗
で
は

あ
る
が
他
の
中
本
山
で
あ
る
円
通
寺
の
末
寺
に
な
り
、
景
福
寺
末
寺
か
ら
抜
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
現
在
の
景
福
寺
末
寺
数
は
四
四
か
寺
で
あ
る
の
で
、
最
盛
期
の
総
数
が
五
九
か
寺
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
約
七
五
％
の
残
存
率
で
、

約
二
五
％
の
改
・
廃
寺
率
と
い
え
る
。
そ
の
廃
寺
の
多
く
は
明
治
初
年
の
神
仏
分
離
・
廃
仏
殿
釈
政
策
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ

る
。　

以
上
の
こ
と
か
ら
曹
洞
宗
の
近
世
的
寺
院
の
成
立
期
は
一
六
三
五
年
・
一
六
三
九
年
・
一
六
九
六
年
の
三
つ
の
段
階
で
あ
っ
た
こ
と
が
推

定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
い
ず
れ
も
幕
藩
領
主
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
政
策
の
時
期
と
照
応
し
て
お
り
、
一
七
〇
〇
年
以
降
の
新
寺
院
の
成
立
は
見

ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
い
っ
そ
う
幕
藩
領
主
の
宗
教
行
政
と
密
接
な
関
係
を
持
ち
つ
つ
、
寺
請
証
文
の
作
成
や
宗
旨
人
別
改
帳
の
作
成

と
か
か
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
寺
院
が
開
創
さ
れ
た
と
考
え
て
い
い
と
思
う
。

　
寺
院
の
開
創
は
す
ぐ
れ
た
宗
教
者
や
高
僧
の
登
場
に
よ
り
そ
の
布
教
活
動
に
よ
っ
て
開
創
さ
れ
た
、
と
寺
院
の
縁
起
や
寺
伝
あ
る
い
は
地

誌
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
く
キ
リ
シ
タ
ン
摘
発
の
役
割
を
持
つ
寺
院
を
む
し
ろ
民
衆
の
側
が
創
立
し
、
そ
こ
へ
そ
の
地
域

の
有
力
な
寺
院
か
ら
僧
侶
を
受
け
入
れ
て
寺
院
が
成
立
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
先
述
の
論
文
で
も
触
れ
た
よ
う
に
堂
庵
を
村
民
が
寄

り
合
っ
て
と
り
あ
え
ず
無
住
の
寺
院
と
し
、
そ
こ
へ
寺
請
証
文
を
作
成
さ
せ
る
た
め
に
僧
侶
を
呼
び
込
ん
で
い
た
の
が
実
態
で
あ
っ
た
。
つ

ま
り
寺
請
制
度
の
成
立
を
機
縁
と
し
て
寺
檀
の
関
係
が
出
来
、
さ
ら
に
そ
れ
が
檀
家
制
度
の
形
成
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で

あ
る
。
そ
し
て
寺
院
側
が
幕
藩
領
主
の
権
力
を
背
景
に
強
固
な
檀
家
制
度
を
形
成
さ
せ
た
れ
ば
こ
そ
寺
院
の
経
営
が
安
定
し
、
現
在
に
至
る

ま
で
檀
家
制
度
が
継
続
し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。

　
一
方
数
は
少
な
い
が
中
世
に
開
創
さ
れ
た
寺
院
も
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
寺
院
も
中
世
後
期
に
開
基
檀
那
が
没
落
す
る
と
と
も
に
寺
院

の
経
営
は
出
来
な
く
な
り
、
廃
寺
と
な
る
寺
院
が
多
か
っ
た
。
ま
た
戦
乱
の
中
で
火
災
に
あ
い
復
興
で
き
な
か
っ
た
寺
院
も
数
多
く
み
ら
れ



る
。
そ
れ
ゆ
え
開
基
伝
承
を
中
世
に
持
つ
寺
院
に
お
い
て
も
、
実
際
に
は
仏
像
や
梵
鐘
の
み
が
残
り
、
小
さ
な
仏
堂
や
撞
鐘
堂
の
み
が
存
在

し
、
無
住
の
寺
院
も
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
中
世
に
成
立
し
た
寺
院
に
残
る
過
去
帳
や
歴
代
世
牌
帳
、
あ
る
い
は
若
干
の
史
料
を
み
て
も

歴
代
住
職
の
名
前
や
そ
の
没
年
号
す
ら
わ
か
ら
な
い
寺
院
が
多
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
中
世
か
ら
の
寺
院
が
継
続
し
て
残
っ
て
い
た
と
は
考
え

に
く
い
。
こ
れ
ら
の
中
世
に
成
立
し
た
寺
院
も
寺
請
制
度
が
施
行
さ
れ
た
一
六
三
〇
年
以
降
に
な
る
と
再
興
あ
る
い
は
中
興
と
称
し
て
復
活

す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
開
基
伝
承
の
み
で
そ
の
寺
院
の
成
立
年
代
を
推
定
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
曹
洞
宗
の
近
世
的
寺
院
の
成
立
は
幕
藩
領
主
の
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
政
策
と
密
接
に
か
か
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
一
六
三
〇
年
代
～

一
六
七
〇
年
代
頃
に
か
け
て
ほ
ぼ
成
立
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

（
た
ま
む
ろ
・
ふ
み
お
　
名
誉
教
授
）
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